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ごあいさつ
 Greetings 

吉川和義

開催概要
Outlines

　「ずっとここにあったみたい」。来場者のほとんどがそう口にするほど、大平さんの作品は城
じょ
之
の
越
こし
遺跡に馴染

んでいた。１カ月前には何もなかったこの空間に、とてつもない？ !労力と時間が費やされ、これらの巨大な
作品群が運びこまれたことが分らないほどに…。

　公開された当初、「日本最古の庭園」として一世を風靡した城之越遺跡だが、近年の来場者数は年間 300人
を割る。管理者として新たな活用を考えていた頃、大平さんと出会った。世間ではアート作品で地域おこしに
取り組む事例が多く、ある意味安易な考えで大平さんに展覧会のお願いをしたが、難色を示され「風

かぜ
還
かん
元
げん
シリー

ズ」や入
にゅう
道
どう
谷
だに
でのプロジェクトの説明を受け、自分の愚かさを噛みしめつつも、何度かお願いした記憶がある。

　「城之越遺跡に新たな風を吹かせるよ !」。その言葉とともに、急速なピッチでプロジェクトが進みだしたのが、
現地を見ていただいてからのことだ。大平さんの中で展覧会のビジョンが出来、完全にスイッチが入った。企
画者が追い立てられるように、測量、配置、企画内容はもとより、リーフレットやポスター等広報物にも余念
がなく、約 1カ月間にも及ぶ搬入にも「大平イズム」が続いた。

　オープンと同時に全国各地から来場者が詰めかけ、若いファミリーやカップル、三世代の家族連れ等、普段
見ることのできない客層が、巨大彫刻を前に笑顔で会話し、冒頭の言葉を発する。アンケート記入率は驚異の
90％、感想の多さに満足度が窺

うかが
える。あるアーティストからは「私もここでやりたい」との声もいただいた。

　「敷地全体が一つの作品」だと大平さんは言う。「どのように見えるのか」、「どのような方が来て、どう感じ
るのか」、そして、「どう活かされていくのか」。
　「新たな風を吹かせる」の言葉には、きっとこれらの光景が最初から見えていたのだろう。今回の展覧会は、
彫刻家大平和正の描いたとおり、様々な人々の想いを巻き込みながら、未来への在り方も含め、まさに“風に還っ
た ”のだと思う。

　最後に、大平和正さんをはじめ、この展覧会の開催に協力をいただいた皆様、ご来場いただいた皆様に心よ
り感謝申し上げます。                                                             

 ［公益財団法人伊賀市文化都市協会事務局長］

大平和正展「風還元」野外プロジェクト／城之越遺跡

［会期］    2020年 10月 2日 ― 11月 29 日 　9:00 ～ 16:30　月曜日・火曜日休館（祝日を除く）

　　　　・オータムナイトミュージアム　特別夜間開園 

　　　　　3日間限定ライトアップ　10月 16日―18 日　17:30～ 20:30

               ・特別講演「日本最古の庭～城之越遺跡」　
　　　　　講師：穂積 裕昌［三重県埋蔵文化財センター］10月 18日 14:00～
               ・アーティストトーク「城之越遺跡は風に還ったか」　彫刻家　大平 和正　11月 3日 14:00～
　　　
［会場］　城之越遺跡　三重県伊賀市比土 4724番地　Tel : 0595-36-0055

　　　　入園料　一般 300円　高校生以下 100円　※未就学児無料

［主催］　公益財団法人伊賀市文化都市協会　www.bunto.com

　　　　〒 518-0809三重県伊賀市西明寺 3240番地の 2（伊賀市文化会館内）
　　　　Tel : 0595-22-0511　Fax : 0595-22-0512　E-mail : samazama@bunto.com　　 

　　　　
［後援］　三重県・伊賀市・伊賀市教育委員会・名張市教育委員会



“ 城之越遺跡よ、風に還れ ”
そして、風に還ったか。

大平和正

（左）3ケ所の井泉と大溝　（右）左下部に堀立柱建物跡が復元されている
「風還元」野外プロジェクト／城之越遺跡　作品展示後に撮影

名勝及び史跡　
城之越遺跡　

　初めて訪れた大
おお
溝
みぞ
は、秋のやわらかな陽が差込む木立の中で静かに存在していた。

他に何もなかった。それゆえに気持のいい風が吹いていた。

　古代、水の祭
さい
祀
し
が行われた場所だという。

　この、今は眠りについている古代遺跡に、私の「風還元」を配置することの意味を考えた。遺跡全体で展開
する彫刻展などは滅多にやれることではない。ましてや貴重な遺跡を作品化（「風還元」）しようという試みは、
あまり前例がないことだろう。広さ 7600㎡の空間を一人で作品化することが出来るか。そんなに簡単なこと
ではない。
　本来、私の作品は、“ゼロベース ”（現場に立って、その場との関係性）から生みだすのだが、ここでそう
するには 10年はかかる。しかし、今回提示された制作期間は一年余りだ。

　ここは、水に関わる遺跡ということで、2001年に「風還元（1991～ 2001）野外プロジェクト／伊賀・入道谷」
展で展開した「風還元」25点中、水を表現に取り込んだ作品 14点で構成することにした。少なくとも「風還元」
は＜大地＝土、からカタチを立ち上げる＞というコンセプトで、造形と場、時間、命など、その関係性から立
ち現れる彫刻体として独自の「環境造化＜気の生まれる時空間＞」を創造するシリーズだ。
　城之越遺跡との関係で立ち上がったものではないけれど、ここに放り込むことでどこかで繋がるものがある
はずであり、入道谷とはちがった新しい気を孕

はら
む時空間（ハレの空間）が生まれる予感がした。

　作品が配置された今、遺跡は眠りからさめハ
・

レ
・

の輝きを取り戻した。
　まるでそこに「風還元」があることがあたりまえの様な景観をつくっている。
　これまでこの遺跡のことをまったく知らなかった人が、私の作品を目当てに訪れて遺跡を知ることで、およ
そ 1600年前の悠久の時に想いを馳せながら、古代遺跡と「風還元」との出合いを楽しんでくれている。

　三重県伊賀市（比
ひ
土
ど
）にある古墳時代から中世までの遺跡。古墳時代の水の祭祀が行われたと考えられてい

る 3カ所の井
せい
泉
せん
と大溝、それを取り囲むように竪

たてあな
穴住居や掘

ほったてばしら
立柱建物が発見された。掘立柱建物の中には、四

し

面
めん
庇
ひさし
をもつ大型の建物が確認されており、祭祀にかかわる施設と考えられている。この遺跡の最大の特徴は大

溝の形状である。大溝には源流となる 3ヵ所の井泉があり、そこから続く流
りゅうろ
路上流部は、流路の斜面に貼

はりいし
石を

施した石組み流路となっており、井泉の 2ヵ所も石組みとしている。古墳時代は、古墳の葺
ふきいし
石以外で流路に貼

石を施すことは極めて稀で、全国的にも 10指程度しか類例がない。しかも城之越遺跡の場合、流路形状には
曲線が多用され、流路間の合流点には立石を配したり岬状の突出部を設けるなど、極めて造形美に富んだ施設
となっている。こうした諸特徴には、景観造形上の美意識と表現技術が認められ、飛鳥時代以降に形成されて
いく伝統的日本庭園の造形美と技術の系譜を考える上で、庭園史上の価値が高いとして、1993年に国の名勝
及び史跡に指定された。

















作家プロフィール　
Artist  Biography

大平和正
Kazumasa Ohira

東京生まれ。
武蔵野美術大学彫刻科を卒業後、造園設計を手がける。
その一方で環境を意識した石、金属などによる彫刻を制作。
制作の場を求めて移り住んだ伊賀で初めて土と出会い、陶による制作も始めて創作の領域を広める。彫刻を
志した時から、その対象は野外だった。自然空間や庭園のような開かれた空間の中での「ものの在り様」を
欧米の造形理念とは異なる、日本の風土に根ざした環境造化という視点で陶、水、金属、石、庭などによる
幅広い造形活動を展開。
個展を中心に活動。
名古屋市にある昭和初期の邸宅を庭園ごと使った大掛かりな個展「加藤邸の造化＜風と水と光と＞」展（イ
ンスタレーション）は大きな反響を呼んだ。
「風還元（1991－ 2001）野外プロジェクト／伊賀・入道谷」展は、1991年から制作が開始され、2001年
までの 10年間でつくられた「風還元」シリーズ 25点を、それらの想いを生んだ大地である入道谷の自然の
中に解き放ち、谷全体を「風還元」という 1つの作品として立ち上げんとする、個人の取組みとしては過つ
てない壮大な試みであった。

＜大地＝土からカタチを立ち上げる＞という「風還元」の理念のもと環境への根源的な問いかけや、そのス
ケールからも一作ごとに注目を集めている。
そして現在、「風還元」はその理念の必然から生まれたフォルムである「球体」という形を核にして表現さ
れている。

「加藤邸の造化＜風と水と光と＞」展（インスタレーション）／愛知県名古屋市
「風還元（1991－ 2001）野外プロジェクト／伊賀・入道谷」展／三重県伊賀市
「国際野外陶彫シンポジウム（韓国）」に招聘。50ｔの土、ステンレス、水による作品を制作。
2013年の完成を見据えたプロジェクト「風還元―巨大な土の球体φ 3.8ｍ」始動。
自宅の裏山に６年がかりの独自の茶室「風氣庵」完成。
「ギャラリー白川の造化／風還元（球体）」展／京都府京都市
「風還元―巨大な土の球体φ 4.1ｍ」プロジェクト展
直径 4.1ｍ、21ｔの土の球体を三つの異環境―森の中、海辺、都会のビルの谷間に順次移動展示。
「楽空間祇をん小西の造化Ⅰ」展 (インスタレーション )／京都府京都市
「風還元／茶碗」展 ”茶碗は彫刻だ ”宣言／ギャラリー白川／京都府京都市
「楽空間祇をん小西の造化Ⅱ／風と水と光と」展 (インスタレーション )／京都府京都市
「風還元／球体」展／カナディアンファーム／長野県原村

1943　　

1974　　

1999　　

2001　

［主な作品・プロジェクト］
1999 

2001    

2004 

2008　 

2010  

2015

2016

2018

2019

「風還元―巨大な土の球体φ 4.1ｍ」プロジェクト 　 （左）長野県原村（中）京都府葛野浜　（右）東京都中野区

http://ohirakazumasa.web.fc2.co

https://www.facebook.com/Ohirabigproject
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風文風器／ 1992／陶・水／φ 63× H60

白い風／ 1999／ステンレス／ D300×W320× H25

作品リスト　作品名／制作年／素材／寸法（cm）
List of  Works　　　   title／ year／material／ size

風還元Ⅻ／ 1996／陶・ステンレス／ D200×W815× H50

風還元Ⅺ／ 1995／陶・水・鉄／ D515×W515× H240風還元 X／ 1995／陶・水／φ 360× H75

風還元Ⅷ ／ 1995／鉄・陶・水／ D24×W250× H15.5風還元Ⅶ ／ 1994／陶・水／ D160×W160× H100

風還元Ⅳ／ 1992／陶・ステンレス・水／ D75×W190× H210

風還元Ⅲ／ 1992／鉄・水／ D75×W350× H75

風還元 XXⅣ／ 2001／ステンレス・アルミ彩色・木／ D500×W500× H400風還元 XX／ 2001／陶・ステンレス／ D130×W130× H130× 2体

風還元 XIX／ 2001／鉄・彩色／ D120×W120× H240× 9体風還元 XVⅢ／ 2001／陶・水／φ 92× H77風還元Ⅱ／ 1992／陶・水／ D100×W35× H35



大平和正展「風還元」野外プロジェクト／城之越遺跡
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